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１．合同会社とみさとエナジーの取組

○ 令和３年１月、「合同会社とみさとエナジー」は、富里市・アジア航測株式会社・ALSOK株式会社の

官民連携により設立し、令和3年４月から５年間を目途に、公共施設への電力供給事業を開始

しました。

○ 電力供給事業で生み出した収益により、『まちづくり還元事業』を実施しています。
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２．令和７年度事業報告

【歳出の部】【歳入の部】 （単位：円）

（１） 収支実績 [事業期間 ： 令和７年４月１日～令和８年３月３１日］

科目 決算額

◇電気事業の部

 ・電気料金（高圧） 102,939,275

 ・電気料金（低圧） 14,835,976

◇還元事業の部

 ・道路管理サービス 5,322,000

 ・デジタルコンテンツ 1,194,400

◇会社運用の部

 ・事務委託等 1,068,390

 ・税金等 359,862

歳出合計 125,719,903

科目 決算額

◇電気料金（高圧） 111,916,414

◇電気料金（低圧） 14,835,976

◇雑収入等 23,348

◇前期繰越利益剰余金 4,579,022

歳入合計 131,354,760

差引残額 5,634,857円
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（２）まちづくり還元事業の取組

①道路管理サービス ［ 事業費 ： 5,322,000円 ］

【道路管理パトロール・簡易補修】 【舗装修繕工事】

市内の全団地を対象に、ALSOK㈱によるパトロール

及び小規模な簡易補修を実施しました。

○ 対象箇所 ： 市内団地及び市内小・中学校通学路

○ 実施回数 ： 毎月１回（年１２回）

○ 補修箇所 ： ３０か所

 ※そのほか、路面標示消えなど３２件の報告がありました。

団地内パトロールの結果・現地状況・通報件数などを

総合的に判断して、令和７年度の施工箇所を決定し、

舗装修繕を実施しました。

※令和７年１２月議会（常任委員会）報告

○ 対象箇所 ： 日吉台６丁目

○ 工     期 ： R8.2.27～R8.3.31

○ 範     囲 ： 延長 122ｍ 、 面積 610㎡

○ 市民要望等でも多く寄せられる生活道路のほか、特に住宅団地内道路を重点に「道路のパトロール及び

「簡易補修業務」・「舗装修繕工事」を実施しました。
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②デジタルコンテンツ ［ 事業費 ： 1,194,400円 ］

富里スイカロードレース大会参加者のモチベーションを

更に高めていただけるよう、ランナータイプ診断を

実施しました。

○ 期         間 ： 令和７年４月２８日～６月２２日

     ※参加者へ事前に案内メールを配信

○ アクセス数  ： 5,663回

○ 回答完了数 ： 2,270回（完了率40％）

＜大会当日 6月15日（日）＞

○ アクセス数  ： 3,370回

○ 回答完了数 ： 1,403回（完了率42％）

【 ランナー診断 】 【 AR動物園 】

AR技術を活用したデジタルスタンプラリーを

「とみちゃん秋まつり」で開催し、来場者に楽しんで

いただけました。

○ 日 時 ： 令和７年１１月１６日（日）

○ 場 所 ： 富里市役所、富里中央公園

○ 参加人数 ： 54名（完了率42％）

※本開催をもって終了しました。

５

◆ランナータイプ診断
Q R コ ー ド 、 専 用 U Ｒ Ｌ か ら ア ク セ ス し 、 簡 単 な 質 問 に
答 え 、 ８ タ イ プ の 中 か ら 自 身 の ラ ン ナ ー 気 質 （ 性 格 ）
を把握するものです。



３．これまでの実績（令和３年度～令和７年度）

（１）電力取次事業の効果

富里市が支払う電気料金は、とみさとエナジーとの電力小売供給契約により、

１億７千万円以上（５年間）の電気料金削減効果がありました。

※年度ごとの富里市の電気使用量に対する電気料金

年度
富里市電気料金

［市内公共施設、小中学校等］
一般電力会社電気料金

（参考）

差額
（削減効果）

令和３年度 100,101,502 132,728,352 32,626,850

令和４年度 145,908,849 177,548,955 31,640,106

令和５年度 118,913,077 171,237,053 52,323,976

令和６年度 130,601,167 157,900,758 27,299,591

令和７年度 133,136,368 160,714,327 27,577,959

合計 628,660,963 800,129,445 171,468,482

６

○ 富里市の電気料金（とみさとエナジー請求額）と一般電気料金を比較した削減効果



（２）まちづくり還元事業の実績

年 度 事業名 詳 細 費 用

令和３年度 道路管理サービス
道路管理パトロール・簡易補修（年１２回） 660,000円

舗装修繕工事［南山団地（中沢）］ 4,540,000円

令和４年度
道路管理サービス

道路管理パトロール・簡易補修（年１２回） 780,000円

舗装修繕工事［日吉台６丁目］ 4,530,000円

デジタルコンテンツ ARとみちゃん（スイカロードレース大会） 2,716,000円

令和５年度

道路管理サービス
道路管理パトロール・簡易補修（年１２回） 780,000円

舗装修繕工事［桜台団地（久能）］ 4,540,000円

デジタルコンテンツ AR動物園・ARとみちゃん 3,504,056円

ドローン活用 消防訓練 30,000円

令和６年度

道路管理サービス
道路管理パトロール・簡易補修（年１２回） 780,000円

舗装修繕工事［南山団地（中沢）］ 4,500,000円

デジタルコンテンツ AR動物園・ARとみちゃん・R7ランナー診断の作成 1,676,000円

ドローン活用 消防訓練 50,000円

令和７年度
道路管理サービス

道路管理パトロール・簡易補修（年１２回） 822,000円

舗装修繕工事［日吉台６丁目］ 4,500,000円

デジタルコンテンツ AR動物園・ランナー診断（※R6で費用計上済み） 1,194,400円

累計 ２０ 事業 35,602,456円

○ 令和３年度から令和７年度までに取り組んだ主な還元事業
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４．令和８年度以降の取組

（１）とみさとエナジーの存続期間延長

（２）事業スキームの変更
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○ これまで、安価で安定した電力供給と事業利益をまちづくりの還元につなげてきたことにより、富里市の

電気料金削減に大きな効果があったことから、存続期間を３者合意により令和８年度から令和１２年度

まで（５年間）に延長しました。

○ 燃料価格の高騰、電力供給力不足、国際情勢の変化など、様々な要因の影響から令和８年度から電気

    料金単価が見直されたため、収益が減少する見込みとなりました。

○ 新たな収益確保を目指し、電力小売事業者との契約形態をこれまでの「取次業務委託契約」から

「媒介業務契約」に変更しました。（収益源は、電力小売事業者からの媒介業務手数料となります。）

○ 電力小売事業者との契約を「取次業務委託契約」から「媒介業務契約」に変更しました。

○ これまでの燃料価格の高騰・電力供給力不足など、様々な要因により電気料金が高騰したため、電力小売業者から長期

契約（5年契約／電気料金単価固定）を行わない方針が示されたことにより、2年契約に変更しました。

○ 今後の収益源は、電気事業者からの媒介業務（代理店）手数料となります。



（３）収益確保に向けた取組

【 市内民間事業者への展開（案） 】

■市内民間事業者のメリット

９

○ 電力小売事業者との契約を「媒介業務契約」に変更したことを契機に、新たな収益確保を目指し、

電力媒介事業の拡大に向けた取組として、市内民間事業者への展開を検討しています。

■とみさとエナジーのメリット

○ 事業者は、基本料金・電力量料金が
１年間固定価格になり安定。

○ 再生可能エネルギー由来の電力
メニューの選択が可能。

○ 支 払 っ た 電 気 料 金 の 一 部 が 、
まちづくりに還元される。（地域貢献）

○ 電力小売事業者より
媒介業務委託料を獲得

⇒ 収益を市のまちづくりに関わる
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（４）CO２削減への取組

＜再生可能エネルギー由来の電力へ切替＞

CO2排出量の削減に取り組むため、令和８年４月

から市内の主要な公共施設（高圧電力）への電力

供給を通常の電力メニューから、「実質再生可能

エネルギー１００％電力（非化石証書）」へ切替え

ました。

今後は、低圧電力を使用する公共施設の切り替え

を検討します。

○ 富里市は、令和７年２月１９日に、2050年までに二酸化炭素（CO2）排出量を実質ゼロにすることを目指す

「富里市ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。

○ 「富里市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」では、脱炭素のまちづくりを目指して、温室効果ガス排出量の

削減目標や削減目標達成に向けた取組を定めており、その中で、再生可能エネルギーの利用促進として、

公共施設における再生可能エネルギー由来の電力調達の推進を掲げています。

＜公共施設への再生可能エネルギー導入検討＞

「富里市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」に

おいて、防災拠点となる学校等の公共施設への

太陽光発電設備等の再生可能エネルギー導入（地産

地消・脱炭素化）を掲げていることから、とみさと

エナジーによる事業化の可能性を検討しています。
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